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戦中戦後の思い出 

 

佐藤 君子  

 

戦時中は、現在の岩見沢市大願
おおねがい

町
ちょう

の援農合宿に行っていました。軍隊に召集され、男手

が居なくなった農家の留守家族の手伝いのためでした。鎌を持って草刈りなどを行いました。

合宿中の１カ月間は、農家の近くの学校の体育館で寝泊まりをしました。 

生徒はいくつかのグループに分けられて、農作業と、他に輪番制で食事当番を行いました。

私は当初はワラビのアク抜きも知りませんでした。味噌汁
み そ し る

の中にそのままワラビを入れて怒

られましたが、いつも母の作った食事を食べているだけの、女学校１年生の私には思いもよ

らないことでした。でも当時の担任の先生には何も言わずに食べて頂きました。とてもにが

い経験と、担任の先生の思いやりに胸が一杯になった思い出が、この年齢になり本当に感謝

しております。 

その当時は、岩見沢高等女学校（現：岩見沢西高等学校）に在学していましたが、手伝い

の希望がある農家から私たちが寝泊まりしている体育館に人が来て、１グループ５人ぐらい

の人数を連れて作業に行くという流れでした。良家の子女が多かったことから、農作業を行

うことに同情してくれた家もありましたが、単に労働力としか見なさなかった家もありまし

た。 

学校が軍の管理になってからは、銃剣を持った門衛
もんえい

が立つようになりました。それからは

登校の際に校門を通る時は、常に門衛に向って敬礼をしていました。 

実家が米屋を営んでいましたが、戦時中は統制があり自由にお米を売る事ができませんで

した。そのため、お米を買いに来たお客さんから、ケンカ腰に文句を言われることも多かっ

たです。 

終戦後、北海道初の修学旅行が岩見沢高等女学校で行われ、函館に行った思い出がありま

す。 

 

 



－３２－ 
 

亡夫は旧美唄工業高校（当時：北海道庁立美唄工業学校）の二期生でした。特攻隊で土浦

海軍航空隊に居りましたが、無事に帰還しました。 

女学校を卒業した昭和 24（1949）年に東京に出て、３年間「ドレスメーカー女学院」（現：

ドレスメーカー学院）に通いました。両親は教育熱心でした。私は女学校のころは成績がよ

かったので、担任からは医学専門学校（旧制）や薬学専門学校（旧制）を薦められましたが、

母が娘には手に職を持たせたい、という意向だったので、「ドレスメーカー女学院」に入れて

くれました。 

卒業後は、北海道ドレスメーカー女学院（現：北海道ドレスメーカー学院）に、指範科教

授として２年間奉職
ほうしょく

し、その後、美唄市で初めてとなる洋裁学校としての、「空知ドレスメ

ーカー女学院」を開校しました。それまでの間に、北海道ドレスメーカー女学院の、旭川に

あった分院に通勤したこともありましたが、そのときに、駅の掃除夫の方にも挨拶を忘れな

い様にしていましたが、それを見た周りの人から、「良家のお嬢さんは普通そんなことはしな

いのに、えらいものだ」と、いたく感心されました。知らず知らずに礼儀が身についていた

のだろうと思います。 

（さとう きみこ 昭和５（1930）年 美唄生まれ） 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】空知神社境内での美唄工業学校生徒出陣壮行会（昭和 19（1944）年） 

特攻隊（とっこうたい） 

 特別攻撃隊の略。陸海軍において様々な形態が存在したが、特に、海軍航空隊の「神風特

別攻撃隊（しんぷうとくべつこうげきたい）」が知られている。生還の見込みが低い決死の攻

撃、もしくは戦死を前提とする攻撃を行う部隊のこと。海軍航空特攻は、敵戦艦への体当た

り攻撃を主な任務とされていた。 
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佐藤君子さんの亡夫・佐藤次夫さん 

（年不明、佐藤君子氏提供） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤次夫さんの軍歴証明書（佐藤君子氏提供） 

 


